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種　　別 ご意見 事務局回答

事業計画【計画平面図】
（新設交差点）

説明会資料：5ページ

新設交差点はどのような形状になるのか

新たに整備する善行長後線と県道403号（菖蒲沢戸塚）の交差点は、信号機及び横断
歩道を設置します。
また、善行長後線・県道403号（菖蒲沢戸塚）共に、車両が右折するための右折専用
車線を設置します。

事業計画【計画平面図】
（湘南台291号線）

説明会資料：5ページ

湘南台291号線はどのような形状になるの
か

湘南台291号線については、擁壁側に設置されている歩道を住宅側に付け替えます。
善行長後線との接続箇所は新設道路に直角に取り付く形状に改良します。
県道403号（菖蒲沢戸塚）との接続箇所は、車両の通り抜けができなくなりますが、
歩行者は、県道403号（菖蒲沢戸塚）の北側歩道へ通り抜けができます。

事業計画【標準横断図】

説明会資料：6ページ

善行長後線の新しくつくる道路の車道と歩
道の幅は、北と南の整備済みの道路と同じ
幅になるのか

標準部については、車道・歩道共に整備済みの道路の幅と同じになります。
交差点部については、右折専用車線を設置するため、車道の幅が広がり、歩道の幅が
3.5ｍから3.0ｍになります。
また、今後、車道には自転車通行帯を整備する計画もあります。

湘南台297号線から不動前交差点を利用す
る車両について、整備後の動線はどうなる
のか

現在、不動前交差点が十字の信号交差点となっていますが、整備後は、信号機と横断歩
道が廃止され、Ｔ字の交差点となります。
このことから、車両については、湘南台297号線と湘南台291号線の通り抜けができ
なくなり、湘南台297号線から不動前交差点を利用する車両は右折か左折をすること
となります。

道路工事完了後の湘南台方面から多摩大学
方面への車両動線はどうなるのか

善行長後線の新設交差点を右折し、現在の不動前交差点を左折する動線になります。

道路工事中の湘南台方面から多摩大学方面
への車両動線はどうなるのか

善行長後線の開通までは、現在と同様に、湘南台291号線から不動前交差点を利用す
る動線になります。

※事業内容のご意見のみ掲載

事業計画【車両動線】

説明会資料：8ページ
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※事業内容のご意見のみ掲載

令和3年度の工事期間中は、六会小学校の
通学路に変更はあるのか

令和3年度の工事期間中は、六会小学校の通学路の変更はありません。
県道403号（菖蒲沢戸塚）の歩道が通学路となっていますが、歩道北側の擁壁を撤去
する際には、交通誘導員を配置し、安全に留意して工事を行っていきます。
また、擁壁撤去については、小学生の夏休み期間に実施する予定です。
（ただし、擁壁撤去期間中は、歩道の幅を減少する規制があります。）

「六会子どもの家・どんぐりころりん」の
西側の山の部分について樹木撤去や土を掘
削するのはどの範囲か

擁壁設置に伴い、説明会資料11ページの緑色で着色された範囲の樹木撤去及び土を掘
削する工事を行います。

どこから工事用車両が出入りするのか

令和3年度の道路工事では、基本的には、工事範囲の北側（湘南台側）を工事車両の出
入口として使用します。
ただし、北側出入口が使用出来るようになるまでは、一時的に南側（県道403号（菖
蒲沢戸塚）側）を出入口として使用することがあります。
また、令和3年の年末から予定している、下水道工事では、南側（県道403号（菖蒲沢
戸塚）側）を工事車両の出入口として予定しています。

工事中の砂埃や振動についての対策を教え
てほしい

工事中の砂埃については、工事車両の徐行や散水、工事車両が通る箇所に鉄板を敷いて
砂が舞わないように対策します。
また、道路に土砂を落下させた場合には清掃を行います。
工事中の振動については、低騒音・低振動型の工事機械を使用します。
ただし、通常の道路工事の振動・騒音は発生してしまいますので、ご協力のほどよろし
くお願いいたします。

令和3年度　造成及び擁壁工事

説明会資料：11ページ

令和3年度の工事の内容

工事施工内容及び施工時期のお知らせ


